
特 集

隠れた逸品 Ippin
地域が育んだ小豆の宝石
 「aoite.azuki.base のはまったたい焼」
お届け！職レポ隊

「鞄産業」×「但馬牛」 コラボの軌跡
「但馬牛の牛革を使用した鞄」 

裏路地探険
あさご芸術の森を歩く／朝来市多々良木
手で生み出す つくりて
新たな歴史を継ないでいく金継ぎ職人

ロロ
あの場所、この場所が実は映画やドラマの舞台に！？

ケケ まちまち
元気元気でで

をを

にに支援支援
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（公財）但馬ふるさとづくり協会





E n ' s  M e m o r i e s

Ａ：お店の個室では本格中華の小籠包作り体験が可能。皮から
手作りの小籠包は、その場で焼いてくれる。出来立て熱々の焼
き小籠包を召し上がれ。（Instagram: sykes0218）B：観光ス
ポット「城崎マリンワールド」にて。エンさんが行った同施設の
ライブ配信視聴者は1.3万人にのぼり、「豊岡にきた中国観光
客が1番好きな場所かも」とエンさん。

Vol.20Vol.20   顔 冰（エン・ヒョウ） 顔 冰（エン・ヒョウ）さんさん  
飲食店経営（中国家庭料理「蘇州」）飲食店経営（中国家庭料理「蘇州」）

En's Voice

昔から日本のアニメやドラマが好きで、30歳の
時に仕事を辞めて日本に留学しました。大阪にい
ましたが、豊岡のまちづくりに興味を持ち「起業
型地域おこし協力隊員」として移住しました。任
期中は旅行が好きな中国人に向けて但馬エリア
の観光スポットをライブ配信したり、飲食店の物
件を探し起業化する準備をしてました。
退任後はリトルドリーム合同会社の代表社員とし
て、メイン事業の飲食店（中国家庭料理「蘇州」）
の経営をやっています。

山、川、海、高原、温泉全部あるところ。自然環境、
観光資源が素晴らしい！野菜、お米、フルーツ、カ
ニ、ハタハタなど、美味しいものが多すぎます。
息子のため学校に近いところに住んでいますが、
市役所や豊岡市の中心エリアに近く便利です。

豊岡に移住した年に１晩で40cmくらい積もった大
雪です。私のふるさと蘇州では雪はほぼ降りませ
ん。何十年ぶりに雪を見たので大人の私もワクワ
クしましたが、雪かき１日2回はしんどいです。

コウノトリ文化館です。国の特別天然記念物であ
るコウノトリを間近で見ることができるのはとても
素晴らしいと思います。普段はよく妻と一緒に公
園へ散歩に行きます。

蘇州の家庭料理は「食医学」「食養生」の考えに基
づく旬の食材を使っています。四季折々の食材を
美味しくいただく料理です。蘇州の味を知ってもら
い飲食店として認知された後は、ゲストハウス事業
などインバウンド事業にも着手したいです。

住  活
- J YU K ATSU -

但 馬 で 暮 ら す 移 住 者 の 方 に
地 域 で の 活 動 に つ いて お 話 を 聞 き ま し た 。

●田舎暮らしに関するお問合せ先 >>「たじま田舎暮らし情報センター」   TEL.0796-24-2246

たじまUIターン情報サイト
「ひょうご北部で暮らす」  
 https://tajimalife.jp/

Voice
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Voice
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Voice
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Voice
05

A B

01.現在の活動　02.住んでいるまちの良い所　03.たじま暮らしで印象に残っているエピソード　
04.お気に入りの場所　05.「今後このまちでこんなことしたい」など一言メッセージをどうぞ！

蘇州から豊岡市へ I ターン
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但馬の未来をデザインする

T A J I M A
D E S I G N

　

映
画
や
ド
ラ
マ
な
ど
の
撮
影
に
ロ
ケ
地
を

誘
致
す
る
こ
と
で
、
地
域
の
活
性
化
や
文

化
や
観
光
振
興
を
図
る
公
的
団
体
で
あ
る

「
フ
ィ
ル
ム
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン（
以
下
、Ｆ
Ｃ
）」。

　

日
本
で
は
２
０
０
０
年
以
降
に
全
国
で

整
備
さ
れ
た
結
果
、
約
３
０
０
を
超
え
る

団
体
が
あ
り
、
世
界
最
多
と
な
っ
て
い
る
。

　

そ
の
た
め
、
国
内
で
ロ
ケ
撮
影
を
し
た

作
品
の
数
も
年
々
増
え
て
お
り
、
日
本
の

映
画
産
業
の一
端
を
担
っ
て
い
る
。

　

元
々
は
１
９
４
０
年
代
後
半
の
ア
メ
リ

カ
に
お
い
て
、
映
画
会
社
が
ロ
ケ
撮
影
を

円
滑
に
実
施
す
る
目
的
で
、
地
方
政
府
と

の
交
渉
窓
口
と
し
て
作
ら
れ
た
組
織
が
そ

の
起
源
と
さ
れ
て
い
る
。

　

日
本
で
も
大
規
模
な
ロ
ケ
撮
影
が
行
わ

れ
る
こ
と
は
あ
っ
た
が
、
地
元
と
の
交
渉
を

は
じ
め
、ロ
ケ
撮
影
を
行
う
ま
で
に
膨
大

な
時
間
と
労
力
が
必
要
な
た
め
、
制
作
側

に
と
っ
て
は
ハ
ー
ド
ル
の
高
い
も
の
で
あ
っ
た
。

　

Ｆ
Ｃ
で
は
、ロ
ケ
撮
影
を
ス
ム
ー
ズ
に
進

め
る
た
め
、ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
情
報
の
提
供
や

施
設
を
利
用
す
る
際
の
許
認
可
と
い
っ
た

様
々
な
調
整
支
援
を
提
供
す
る
。

観
光
や
文
化
を
育
み
、地
域
に
活
気
を
与
え
る

ロ
ケ
支
援
で
ま
ち
を
元
気
に

　

制
作
側
は
支
援
の
お
か
げ
で
、
効
率
的

に
撮
影
が
行
え
、
受
け
入
れ
側
は
撮
影
の

舞
台
と
な
る
こ
と
で
、
撮
影
地
を
ツ
ー
リ
ズ

ム
資
源
と
し
て
Ｐ
Ｒ
で
き
、
双
方
に
メ
リ
ッ

ト
が
生
ま
れ
る
と
い
う
効
果
が
あ
る
。

　

日
本
で
は
特
に
観
光
振
興
に
力
を
入
れ

て
お
り
、
福
岡
県
の
北
九
州
市
は
、「
不
可

能
を
可
能
に
す
る
ロ
ケ
地
」
と
し
て
映
画

関
係
者
に
知
ら
れ
る
ロ
ケ
支
援
の
先
駆
的

な
ま
ち
だ
。
知
名
度
ア
ッ
プ
や
イ
ン
バ
ウ
ン

ド
の
増
加
に
繋
げ
て
お
り
、「
映
画
の
街
」

と
し
て
海
外
か
ら
の
観
光
客
も
多
い
。

　

兵
庫
県
で
も
、
ひ
ょ
う
ご
観
光
本
部
を

事
務
局
と
し
、
県
内
の
Ｆ
Ｃ
や
市
町
等
が

協
力
・
連
携
し
て
、
兵
庫
で
の
映
像
制
作

を
誘
致
・
支
援
す
る
「
ひ
ょ
う
ご
ロ
ケ
支

援
Ｎｅ
ｔ
」
が
組
織
さ
れ
、
撮
影
場
所
の
紹

介
や
情
報
提
供
な
ど
様
々
な
サ
ー
ビ
ス
を

提
供
し
て
い
る
。

　

そ
の
よ
う
な
中
、
養
父
市
で
は
大
型
時

代
劇
を
は
じ
め
、
映
画
や
ド
ラ
マ
の
ロ
ケ
地

と
し
て
、
作
品
が
次
々
に
公
開
さ
れ
て
お

り
、
近
年
、
注
目
を
集
め
て
い
る
。

　
「
な
ぜ
、
養
父
市
が
ロ
ケ
地
と
し
て
選
ば

れ
る
の
か
」。
そ
の
秘
密
と
取
り
組
み
を
探

る
た
め
、
関
係
者
に
話
を
聞
い
た
。

観光資源としてPR

地域を活性化

 特集・タジマデザイン

養父市

あ
の

場
所

、こ
の場所が

映
画

や

ドラマの舞台に

ロ
ケ
支
援
と
は
？

轟大根の生産地としても知られる「杉ヶ沢高原」。映画『レジェンド& バタフライ』では、織田信長と妻の濃姫が鷹狩りで対
決するシーンで登場する。人工物がない壮大な高原の風景が、大規模ロケの絶好の場所として採用された。時代劇に適し
た広大な場所は日本でも少なく、映画スタッフの目に止まったと言う。令和3 年１０月に3日間にかけて撮影が行われ、総勢
300 人のスタッフが訪れ、ふもとにある「であいの里」は支度場として使用された。（写真提供：養父市）
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T A J I M A
D E S I G N

　　
「
養
父
市
が
ロ
ケ
地
と
し
て
制
作
会
社

に
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
と
て
も

些
細
な
こ
と
で
し
た
。
私
の
前
任
者
が

ひ
ょ
う
ご
ロ
ケ
支
援
Ｎｅ
ｔ
か
ら
の
問
い
合

わ
せ
を
丁
寧
に
回
答
す
る
内
に
、
事
務
局

か
ら
も
好
印
象
を
持
た
れ
、
積
極
的
に
養

父
市
を
ロ
ケ
地
と
し
て
推
薦
し
て
い
た
だ
い

た
こ
と
が
き
っ
か
け
な
ん
で
す
」
と
は
、
商

工
観
光
課
の
小こ

む
ら村

亮り
ょ
う
た太

さ
ん
。

　

今
年
の
１
月
に
公
開
さ
れ
、
木
村
拓
哉

と
綾
瀬
は
る
か
の
共
演
で
話
題
と
な
っ
た

映
画
『
レ
ジ
ェ
ン
ド
＆
バ
タ
フ
ラ
イ
』の
ロ
ケ

地
の
１
つ
と
し
て
、
養
父
市
が
採
用
さ
れ

た
。
東
映
の
70
周
年
記
念
作
品
で
あ
り
、

大
規
模
ロ
ケ
を
受
け
入
れ
る
こ
と
は
、
養

父
市
で
も
初
め
て
の
こ
と
。ロ
ケ
は
令
和
３

年
（
２
０
２
１
）
10
月
に
２
日
間
か
け
て
行

わ
れ
、
約
３
０
０
人
も
の
ス
タ
ッ
フ
が
訪
れ

る
と
い
う
大
掛
か
り
な
も
の
で
あ
っ
た
。

　
「
広
大
な
場
所
を
探
し
て
い
る
と
い
う

お
話
が
あ
り
、ロ
ケ
ハ
ン
を
支
援
し
た
と
こ

ろ
、
杉す

ぎ
が
さ
わ

ヶ
沢
高
原
を
気
に
入
っ
て
い
た
だ

き
、
織
田
信
長
と
妻
の
濃
姫
が
鷹
狩
り
で

対
決
す
る
シ
ー
ン
で
使
用
さ
れ
ま
し
た
」

と
、
小
村
さ
ん
は
話
す
。

　

杉
ヶ
沢
高
原
は
天
滝
渓
谷
の
上
流
、
標

高
約
８
０
０
メ
ー
ト
ル
に
あ
る
約
３
０
０
ヘ
ク

タ
ー
ル
の
草
原
で
、
建
物
や
電
柱
な
ど
の
人

工
物
が
な
い
こ
と
か
ら
ロ
ケ
地
に
選
ば
れ
た
。

　

制
作
ス
タ
ッ
フ
か
ら
は
日
本
全
国
で
も
ロ

ケ
地
と
し
て
貴
重
な
場
所
と
高
評
価
を
受

け
、
撮
影
が
行
わ
れ
た
。
養
父
市
の
知
名

度
が
少
し
で
も
上
が
れ
ば
と
受
け
入
れ
た

も
の
の
、
苦
労
も
多
か
っ
た
と
言
う
。

　
「
３
０
０
人
を
一
度
に
受
け
入
れ
る
わ
け

で
す
か
ら
、
当
然
、
宿
泊
場
所
を
確
保
す

る
の
に
も
ひ
と
苦
労
し
ま
し
た
。
撮
影
は

昼
夜
行
わ
れ
ま
す
の
で
、
３
食
分
の
弁
当

の
手
配
に
つ
い
て
も
相
談
が
あ
り
ま
し
た
。

な
る
べ
く
市
内
の
飲
食
業
者
に
お
任
せ
す

る
べ
く
、
商
工
会
に
仲
介
し
て
も
ら
い
、
地

域
の
方
々
が
快
く
協
力
し
て
い
た
だ
い
た
こ

と
は
う
れ
し
か
っ
た
で
す
ね
」
と
、
小
村
さ

ん
は
撮
影
当
時
を
振
り
返
る
。

　

そ
の
評
判
が
制
作
関
係
者
の
耳
に
届
い

た
の
か
、
翌
年
、
令
和
4
年
の
春
か
ら
夏

に
か
け
て
は
ド
ラ
マ『
ガ
ン
ニ
バ
ル
』の
ロ
ケ
撮

影
が
、「
大お

お
し
ょ
う
や

庄
屋
記
念
館
」
と
「
明あ
け
の
べ延
鉱

山
探
検
坑
道
」
と
で
行
わ
れ
た
。

　
「
ロ
ケ
を
受
け
入
れ
て
み
て
、
地
元
の
業

者
さ
ん
が
多
少
な
り
と
も
潤
っ
た
り
、Ｐ
Ｒ

に
繋
げ
て
い
た
だ
け
た
こ
と
以
外
に
も
に

思
わ
ぬ
副
産
物
も
あ
っ
た
」
と
言
う
。

　
「
ガ
ン
ニ
バ
ル
の
ロ
ケ
で
は
、
地
元
の
方
に

エ
キ
ス
ト
ラ
出
演
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。
久

し
ぶ
り
に
地
域
の
明
る
い
話
題
が
で
き
た

と
言
っ
て
、
全
面
的
に
協
力
し
て
い
た
だ

き
、そ
う
い
っ
た
意
味
で
も
地
域
の
活
性
化

に
繋
が
っ
た
こ
と
は
大
き
い
」
と
、
小
村
さ

ん
は
語
っ
た
。

き
っ
か
け
は
丁
寧
な
対
応
か
ら

養父市 産業環境部 商工観光課

地域の方々の
ご支援、ご協力により

どのロケも
スムーズに行きました

小村 亮太さん山居 咲衣花さん

ドラマ『ガンニバル』のロケ地となった
「大庄屋記念館」。撮影は令和4 年の春
から夏にかけて行われた。ドラマでは
後藤家として登場している。制作スタッ
フ曰く、「山麓に建つ庄屋屋敷は珍し
い」とのことで、ドラマの設定にぴった
りの場所として採用された。

ドラマ『ガンニバル』のロケ地である「明延鉱山探検坑道」。当時のまま
の剥き出しの岩盤が残る坑道は、地下牢のシーンで使用された。

（写真提供：養父市）
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ロ
ケ
支
援
の
対
応
が
評
判
を
呼
び
、
制

作
会
社
か
ら
の
問
い
合
わ
せ
が
続
い
て
い

る
養
父
市
。

　

来
年
の
初
夏
公
開
予
定
の
映
画
『
湖
の

女
た
ち
』で
は
、
明
延
鉱
山
の
社
宅
で
あ
っ

た
「
北ほ

く
せ
い星
社
宅
」
が
ロ
ケ
地
と
な
り
、
撮

影
が
行
わ
れ
た
。

　
「
養
父
市
が
ロ
ケ
地
に
選
ば
れ
る
理
由

は
何
だ
と
思
い
ま
す
か
」の
問
い
に
、
商
工

観
光
課
の
山や

ま
ず
い居
咲さ

え

か

衣
花
さ
ん
は
こ
う
想

像
す
る
。

　
「
養
父
市
に
相
談
す
れ
ば
、
な
ん
と
か

し
て
く
れ
そ
う
と
制
作
関
係
者
に
浸
透
し

て
き
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。
文
化
財
を
使

用
す
る
場
合
は
規
制
も
多
い
で
す
が
、
市

で
は
観
光
振
興
に
少
し
で
も
貢
献
で
き
る

の
で
あ
れ
ば
と
、
柔
軟
に
対
応
し
て
き
ま

し
た
。『
困
っ
た
と
き
は
養
父
市
に
』
と
い

う
信
頼
関
係
が
、ロ
ケ
地
と
し
て
選
ば
れ

て
い
る
理
由
か
も
し
れ
ま
せ
ん
」
と
話
す
。

　

ロ
ケ
地
と
な
っ
た
「
北
星
社
宅
」
も
、
区

長
さ
ん
が
「
ロ
ケ
で
使
わ
れ
る
こ
と
も
考

え
て
大
切
に
保
存
し
て
き
た
」
と
、
快
く

協
力
し
て
く
れ
た
そ
う
だ
。
地
元
住
民
も

観
光
の
起
爆
剤
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
、

期
待
を
寄
せ
て
い
る
。

　
「
ま
だ
ロ
ケ
地
を
観
光
に
繋
げ
ら
れ
て

な
い
こ
と
が
現
状
の
課
題
で
す
。
そ
の
現

状
を
打
破
す
る
た
め
、
観
光
協
会
に
も
ロ

ケ
支
援
に
関
わ
っ
て
も
ら
い
。
よ
り
多
く
の

知
恵
を
絞
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
今
後
は

ロ
ケ
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
推
進
し
、ツ
ア
ー
商
品

を
醸
成
し
て
い
き
た
い
」
と
、
小
村
さ
ん
。

　

海
外
ド
ラ
マ
の
ロ
ケ
誘
致
に
成
功
す
れ

ば
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
増
加
も
見
込
め
、ロ

ケ
支
援
に
よ
る
観
光
振
興
は
大
い
な
可
能

性
を
秘
め
て
い
る
と
続
け
た
。

　

夏
に
行
わ
れ
た
兵
庫
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ

ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
で
は
、
土
地
利
用
未
来
課

が
、
定
額
観
光
タ
ク
シ
ー
と
ロ
ケ
で
使
わ
れ

た
弁
当
を
セ
ッ
ト
に
し
た
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を

展
開
し
、
公
共
交
通
の
利
用
促
進
の
た
め

に
、ロ
ケ
地
観
光
を
結
び
付
け
た
取
り
組

み
を
行
っ
た
そ
う
だ
。

　

今
ま
で
観
光
ス
ポ
ッ
ト
と
し
て
目
立
た

な
か
っ
た
場
所
も
、ロ
ケ
地
と
な
る
こ
と
で

付
加
価
値
が
プ
ラ
ス
さ
れ
、ス
ポ
ッ
ト
ラ
イ

ト
を
浴
び
た
養
父
市
の
ロ
ケ
支
援
の
取
り

組
み
。
新
た
な
観
光
誘
客
の
切
り
口
と
し

て
、
今
後
の
展
開
が
楽
し
み
で
あ
る
。　

観
光
振
興
へ
繋
げ
る
た
め
に

令和6 年初夏公開の映画『湖の女たち』のロケ地となった明延鉱山の社宅であった「北星社宅」。昭和8 年から昭和13 年にかけて建てられた木造
の「長屋」と、鉄筋コンクリート製の「プレコン」の社宅を合わせて、「北星社宅」と呼ばれている。最盛期の昭和30 年代には明延全体で780 戸の社
宅があり、4,000 人以上の住民が生活した。イベント等で内部を公開。

観
光
ス
ポ
ッ
ト
の
付
加
価
値
を
高
め
る

観
光
振
興
に
可
能
性
を
秘
め
る
ロ
ケ
支
援

新たな

観光の切り口

6



T A J I M A
D E S I G N

江戸時代の大庄屋である長島家屋敷
を利用した資料館。母屋や納屋、土蔵
などが広い敷地に配置された風格ある
建築空間が広がる。館内には生活用具
や民具などが収集展示され、かつての
暮らしを学ぶことができる。

大庄屋記念館
Location

［所］兵庫県養父市小城36 
［時］4月から12 月 土曜日・日曜日 10 時〜16 時 開館
［料］ 一般200 円、高校生150 円、中学生以下100 円
［問］079-664-1628（養父市教育委員会 歴史文化財課）

天滝渓谷の上流、標高750 〜850メートルにある約
300ヘクタールの草原で、240 万年前の噴火によっ
てできた高原。名瀑・天滝と結ばれた登山道は人気
のルート。冷涼な気候を利用して、養父市地域ブラン
ド推奨品である轟大根が栽培されている。

杉ヶ沢高原
Location

［所］兵庫県養父市轟   ［料］無料
［問］079-663-1515（やぶ市観光協会）

旧世谷通洞坑の一部を一般公開している。探検坑道の総延長は
650m。坑内には閉山まで使用していた大寿立坑跡、車両系鉱山機
械、削岩機、１トン鉱車など、当時と同じ姿で展示、公開されている。

明延鉱山探検坑道
Location

［所］兵庫県養父市大屋町明延1184 
［料］大人・高校生1,200 円、小・中学生600 円
※坑道見学は事前予約（3日前まで）が必要
★毎週日曜（4月〜11月第一まで）の見学会は、予約なしで
の坑道見学が可能。受付時間：10 〜15 時、受付場所：あ
けのべ憩いの家（養父市大屋町明延1082-1）。

［問］あけのべ自然学校 079-668-0258（平日受付）

昭和11 年（1936）頃に建設された北星社宅の長屋は、現
在も4 棟が残っている。南但馬の4 鉱山全てにこうした社宅
群が建てられた。北星社宅の景観は、国内でも他の地域に
残っていない貴重な鉱山遺産である。

北星社宅（明延鉱山住宅）
Location

［所］兵庫県養父市大屋町明延  

養父市
ロケ地
MAP

映画やドラ
マの

シーンを想
像しながら

ロケ地をめ
ぐろう♪

ドラマ
『ガンニバル』

映画
『湖の女たち』
令和6年初夏公開予定

映画
『レジェンド&バタフライ』

ドラマ
『ガンニバル』

杉ヶ沢高原

旧明延鉱山

大庄屋記念館
北近畿豊岡道至鳥取

ハチ高原

至和田山

至豊岡

天滝

八鹿氷ノ山IC

養父ICであいの里

北星社宅

7
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香
美
町
香
住
区
に
あ
る「
a
o
i
t
e
.

a
z
u
k
i
. 
b
a
s
e
」は
、
地
域
特
産

品
で
あ
る
美
方
大
納
言
小
豆
に
こ
だ
わ
っ

た
カ
フ
ェ
だ
。
た
い
焼
き
や
お
は
ぎ
を
始
め
、

様
々
な
小
豆
ス
イ
ー
ツ
を
楽
し
め
る
。

　
「
美
方
大
納
言
小
豆
は
名
前
の
通
り
、

美
方
郡
で
江
戸
時
代
か
ら
大
切
に
作
り
続

け
ら
れ
て
き
た
在
来
種
で
す
。
普
通
の
小

豆
よ
り
も
大
粒
で
甘
く
、
高
級
和
菓
子
店

で
も
使
用
さ
れ
て
い
る
ん
で
す
よ
」

　

そ
う
教
え
て
く
れ
た
の
は
店
主
の
三
浦
由

紀
子
さ
ん
。
23
年
間
の
役
場
勤
め
中
に
美

方
大
納
言
に
出
会
い
、そ
の
魅
力
を
伝
え
る

た
め
に
昨
年
こ
の
カ
フェ
を
オ
ー
プ
ン
し
た
。

vol.43

皮には香ばしい焼き目がついている。焼き立てはカリッと、しばらく経つとモチッとした食感に変わる。
「お好きなタイミングで召し上がってください」と三浦さん。おはぎたい焼きは単品でも提供されている。

　

役
場
で
は
小
豆
の
収
穫
量
を
増
や
す
働

き
か
け
も
業
務
の
一
部
だ
っ
た
が
、
小
豆
は

収
穫
・
選
別
・
乾
燥
を
人
の
手
で
行
う
た
め
、

流
通
す
る
ま
で
手
間
が
か
か
る
。
そ
こ
で
自

分
で
栽
培
し
、
美
方
大
納
言
の
魅
力
発
信

基
地
を
作
ろ
う
と
思
い
立
っ
た
の
だ
。

　

店
内
に
は
発
想
に
富
ん
だ
あ
ん
こ
メ

ニ
ュ
ー
が
並
ぶ
。
例
え
ば
こ
の
ぜ
ん
ざ
い
。

蓋
を
開
け
る
と
、ぜ
ん
ざ
い
の
海
に
1
匹
の

か
わ
い
い
た
い
焼
き
が
浮
か
ん
で
い
る
。

　
「
た
ま
た
ま
残
っ
て
い
た
お
は
ぎ
を
、た
い
焼

き
型
で
焼
い
た
ら
美
味
し
か
っ
た
ん
で
す
。
蓋

を
開
け
た
時
に
驚
か
せ
た
く
て
、お
団
子
の
代

わ
り
に
載
せ
ま
し
た
」と
三
浦
さ
ん
は
笑
う
。

　

ま
さ
に
あ
ん
こ
尽
く
し
の一
品
だ
が
、ぜ
ん

ざ
い
は
あ
っ
さ
り
と
、
た
い
焼
き
は
し
っ
か
り

と
、
そ
れ
ぞ
れ
甘
さ
が
調
整
さ
れ
て
い
る
。

豆
本
来
の
優
し
い
味
わ
い
に
、
飽
き
る
こ
と

な
く
ど
ん
ど
ん
さ・

じ・

が
進
む
。

　
「
一
度
食
べ
れ
ば
ど
ん
な
に
大
切
な
小
豆
な

の
か
伝
わ
る
は
ず
」
と
三
浦
さ
ん
。
目
の
前

の
高
校
を
見
つ
め
、「
次
の
世
代
に
美
方
大

納
言
を
教
え
て
あ
げ
た
い
。
遠
く
へ
行
っ
て
も

“
地
元
の
あ
ん
こ
美
味
し
か
っ
た
な
”
と
思
い

出
し
て
ほ
し
い
で
す
ね
」
と
目
を
細
め
た
。

　

特
産
品
を
食
べ
る
こ
と
は
地
域
を
知
る

第
一
歩
と
な
る
。
足
を
運
び
、
あ
ん
こ
の
海

に
飛
び
込
ん
で
み
て
は
い
か
が
。

Ippin
但馬
の隠れた逸品

｜　 a
ア オ イ テ

oite.a
ア ズ キ

zuki.b
ベ ー ス

ase の はまった たい焼き 　｜

こっくりとした優しい甘み。
地域が育んだ小豆の宝石。

it
ad
ak
im
as

u

■aoite.azuki.base 【香美町】
［所］香美町香住区矢田９４４−１ 
［営］木曜、金曜、土曜  ［時］10 時〜17 時30 分
［問］０９０-１０２５-５１２５
https://aoite-azuki-base.mystrikingly.com/
美方大納言小豆にこだわったメニューが自慢。
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ま
さ
に
あ
ん
こ
尽
く
し
の一
品
だ
が
、ぜ
ん

ざ
い
は
あ
っ
さ
り
と
、
た
い
焼
き
は
し
っ
か
り

と
、
そ
れ
ぞ
れ
甘
さ
が
調
整
さ
れ
て
い
る
。

豆
本
来
の
優
し
い
味
わ
い
に
、
飽
き
る
こ
と

な
く
ど
ん
ど
ん
さ・

じ・

が
進
む
。

　
「
一
度
食
べ
れ
ば
ど
ん
な
に
大
切
な
小
豆
な

の
か
伝
わ
る
は
ず
」
と
三
浦
さ
ん
。
目
の
前

の
高
校
を
見
つ
め
、「
次
の
世
代
に
美
方
大

納
言
を
教
え
て
あ
げ
た
い
。
遠
く
へ
行
っ
て
も

“
地
元
の
あ
ん
こ
美
味
し
か
っ
た
な
”
と
思
い

出
し
て
ほ
し
い
で
す
ね
」
と
目
を
細
め
た
。

　

特
産
品
を
食
べ
る
こ
と
は
地
域
を
知
る

第
一
歩
と
な
る
。
足
を
運
び
、
あ
ん
こ
の
海

に
飛
び
込
ん
で
み
て
は
い
か
が
。

　

日
本
で
も
有
数
の
鞄
の
産
地
・
豊
岡
市
。

　

こ
こ
に
鞄
の
工
房
を
構
え
る「
D.

L.

P.

」

は
、地
元
の
特
産
品「
但
馬
牛
」の
牛
革
を
使

用
し
た
鞄「
Tタ

ジ

マ

a
j
i
m
a  

Cカ

ウ

ハ

イ

ド

o
w
h
i
d
e
」

の
開
発
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　
「
但
馬
牛
」
と
は
、
松
坂
牛
や
神
戸
牛
な

ど
全
国
の
黒
毛
和
牛
の
ル
ー
ツ
と
さ
れ
る
兵

庫
県
但
馬
地
域
が
誇
る
和
牛
の
こ
と
。

　

血
統
の
継
承
は
1
０
０
年
以
上
も
前
か
ら

人
の
手
で
行
わ
れ
厳
重
に
管
理
さ
れ
て
き
た
。

　

伝
統
的
な
飼
育
シ
ス
テ
ム
は
、
平
成
31

年
2
月
に
「
日
本
農
業
遺
産
」。
令
和
5

年
7
月
に
は
「
世
界
農
業
遺
産
」
と
し
て

認
め
ら
れ
て
い
る
。

　

同
社
代
表
の
岡
森
正
明
さ
ん
が
地
元
の

銘
牛
「
但
馬
牛
」
の
皮
を
使
用
し
た
革
製

品
を
作
る
と
決
め
た
の
は
、コ
ロ
ナ
禍
の
影

響
で
鞄
産
業
自
体
も
大
き
な
打
撃
を
受
け

て
い
た
時
期
。
生
き
残
り
を
か
け
て
オ
リ
ジ

ナ
ル
商
品
の
強
化
を
考
え
て
い
た
際
、
思
い

浮
か
ん
だ
企
画
だ
っ
た
。

　
「『
や
る
な
ら
ば
誰
も
挑
戦
し
た
こ
と
が
な

い
こ
と
を
』
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
始
め
ま
し
た
。

　

だ
け
ど
こ
れ
ま
で
、
純
粋
な『
但
馬
牛
』の

原げ
ん
ぴ皮
だ
け
を
取
り
扱
う
革
問
屋
も
、そ
の
皮

を
加
工
し
て
い
る
タ
ン
ナ
ー
（
皮
革
メ
ー
カ
ー
）

も
な
く
、
皮
を
入
手
す
る
ま
で
の
過
程
が一
番

大
変
だ
っ
た
」と
話
す
岡
森
さ
ん
。

　

し
か
し
こ
の
企
画
が
成
立
し
商
品
が
売
れ

れ
ば
但
馬
牛
の
P
R
に
も
な
る
。
皮
の
産
廃

の
減
少
と
地
元
の
畜
産
業
界
に
も
貢
献
で
き

る
た
め
、普
段
関
わ
り
の
な
い
畜
産
業
界
に
協

力
を
仰
ぎ
、
原
皮
交
渉
の
成
立
を
果
た
し
た
。

　

さ
ら
に
但
馬
牛
の
牛
革
を
使
用
し
て
い
る

こ
と
を
証
明
す
る
た
め
、
協
力
施
設
と
徹

底
し
た
原
材
料
管
理
の
契
約
も
結
ん
だ
。

　

同
商
品
の
恩
恵
は
鞄
産
業
だ
け
の
も
の
で

は
な
い
。
売
り
上
げ
の一
部
は
但
馬
牛
の
畜

産
業
界
に
寄
付
。
購
入
者
も
社
会
や
自
然

環
境
に
貢
献
で
き
る
円
満
な
シ
ス
テ
ム
だ
。

　
「
最
終
的
に
生
産
シ
ス
テ
ム
が
循
環
し
、

Tタ

ジ

マ

a
j
i
m
a  

Cカ

ウ

ハ

イ

ド

o
w
h
i
d
e
が
地

元
の
特
産
品
に
な
り
、
地
元
の
人
に
愛
さ

れ
る
商
品
に
な
れ
ば
う
れ
し
い
」
と
語
る
。

　

今
後
も
作
る
こ
と
が
ゴ
ー
ル
で
は
な
く
持

続
可
能
な
生
産
・
販
売
シ
ス
テ
ム
を
維
持
し
、

発
展
さ
せ
て
い
く
こ
と
が
目
標
だ
。

但
馬
２
大
特
産
品「
鞄
産
業
」×「
但
馬
牛
」 
コ
ラ
ボ
の
軌
跡 　

■D.L.P.　
［所］兵庫県豊岡市中陰376-12　［問］info@dlp-toyooka.jp
カバンの町の小さな工房。職人仲間とシンプルで丁寧な製品作りを心掛けてい
る。オリジナルの商品は城崎の「サーカスサーカス」。豊岡の「Flux-k」でも販売中。

〜但馬が誇る企業の現場に密着〜

vol.20

鞄と財布などは、日を浴びて漆黒
から徐々に茶系色に変わるという
毛色の特徴から着想を得た色味

「但馬牛ブラック」と、牧草地をイ
メージしたグリーンでデザイン。

全国の黒毛和牛の99.9% が、子孫
と証明されている但馬牛。

＜牛革になるまで＞
但馬食肉加工センターで分別管
理した但馬牛の原皮を姫 路の

「皮
ひ か く

革メーカー」に渡す。同施設で
革を伸ばす”鞣

なめ

し”と染色など仕
上げ加工を施してもらっている。
皮の量は毎月一定ではないため
1枚1枚が貴重だ。

●産業廃棄物として処分されていた但馬産但馬牛皮を活用した取り組みは、「ひょうご
SDGs」 「豊岡市環境経済事業」他複数の公的機関に認証されている。 

裁断から縫製まで
すべて豊岡で製造。

　  鞄の生産者
　 D.L.P.

　  皮を仕上げる
          タンナー

　　 私たち

　購入者
　　 但馬牛を育てる

　畜産業界

 Tajima Cowhide               
            商品

購入を通して、畜産に寄付

  但馬牛の歴史の周知

支払い

牛の角モチーフ
の特殊な引手

支払い

     原皮の分別管 理
     (産業廃棄物として
    処理されていたもの）



朝 来 市 多
た た ら ぎ

々良 木  芸 術 の 森

巨
大
な
ダ
ム
が
そ
び
え

芸
術
と
自
然
が
調
和
す
る

あ
さ
ご
芸
術
の
森
。

地
蔵
や
お
堂
が
点
在
す
る

庶
民
信
仰
の
郷
を
歩
く
。

歴
史
に
詳
し
い
地
元
の
伊
藤
孝

た
か
しさ

ん
。

　

地
名
の
由
来
は
分
か
っ
て
お
ら
ず
、
名

前
の
通
り
、「
森
林
が
豊
か
な
場
所
で
あ

る
た
め
、
た
た
ら
製
鉄
が
盛
ん
だ
っ
た
」
の

で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
て
い
る
。

　

そ
の
こ
と
を
示
す
よ
う
に
、
昭
和
30
年

代
頃
ま
で
は
炭
焼
き
な
ど
の
山
仕
事
が
生

業
の
中
心
だ
っ
た
そ
う
だ
。

　

あ
さ
ご
芸
術
の
森
美
術
館
を
起
点
に
、

区
長
の
中
島
哲
男
さ
ん
と
伊
藤
さ
ん
と
と

も
に
、
集
落
の
東
半
分
を
ぐ
る
っ
と
探
険
。

　

ま
ず
は
、「
不ふ

ど
う
ど
う

動
堂
」
と
呼
ば
れ
る
護

摩
堂
を
案
内
し
て
い
た
だ
く
。
地
元
で
は

「
行

ぎ
ょ
う
じ
ゃ者さ

ん
」と
親
し
ま
れ
て
い
る
修
験
道

の
施
設
で
あ
り
、
明
治
13
年
（
１
８
８
０
）

に
、
疫
病
と
猪
の
被
害
か
ら
村
を
守
る
た

め
に
、
岡
山
県
の
後

う
し
ろ
や
ま山か

ら
役

え
ん
の
ぎ
ょ
う
じ
ゃ

行
者
を
勧

請
し
、
御ご

し
ょ
が
た
け

所
箇
嶽
（
行

ぎ
ょ
う
じ
ゃ
だ
け

者
岳
）に
祀
っ
た
こ

と
が
始
ま
り
。
現
在
も
５
月
の
山
開
き
と

９
月
の
止
め
山
の
祭
礼
に
、
護
摩
供
養
が

行
わ
れ
て
い
る
。

　
「
多
々
良
木
は
庶
民
信
仰
が
篤
く
、
お

堂
や
地
蔵
が
各
地
域
ご
と
に
点
在
し
て
い

る
の
が
特
徴
で
す
ね
」
と
、
伊
藤
さ
ん
。

　

中
で
も
、
薬
師
如
来
を
祀
る
「
薬
師

堂
」は
耳
の
神
様
と
し
て
知
ら
れ
、
耳
が
悪

い
人
が
穴
の
開
い
た
河
原
の
石
を
拾
っ
て
願

を
か
け
れ
ば
、
耳
が
よ
く
な
る
と
言
う
ご

利
益
が
あ
る
そ
う
だ
。
今
も
堂
の
脇
に
は
、

穴
の
開
い
た
石
が
数
多
く
残
さ
れ
て
お
り
、

庶
民
信
仰
の
篤
さ
を
表
し
て
る
。

　

剥
き
出
し
の
岩
石
を
積
み
上
げ
て
造
ら

れ
た
ロ
ッ
ク
フ
ィ
ル
ダ
ム
の
迫
力
あ
る
光
景

が
シ
ン
ボ
ル
と
な
っ
て
い
る
朝
来
市
多
々
良

木
。
国
道
３
１
２
号
か
ら
東
へ
約
５
分
ほ

ど
車
を
走
ら
せ
る
と
、
巨
大
な
多
々
良
木

ダ
ム
の
遮
水
壁
が
迎
え
て
く
れ
る
。

　

ダ
ム
の
ふ
も
と
に
は
、
朝
来
市
の
芸
術

文
化
ゾ
ー
ン
と
し
て「
あ
さ
ご
芸
術
の
森
」

が
整
備
さ
れ
、
美
術
館
を
核
と
し
て
、
屋

外
に
も
ア
ー
ト
作
品
を
展
示
。
地
元
住
民

が
手
入
れ
す
る
桜
や
イ
チ
ョ
ウ
、
ケ
ヤ
キ
な

ど
の
樹
木
と
相
ま
り
、
芸
術
と
自
然
が
調

和
す
る
空
間
が
広
が
っ
て
い
る
。

　

多
々
良
木
の
集
落
の
歴
史
は
古
い
。
周

辺
に
は
古
墳
群
が
残
っ
て
お
り
、
古
代
よ

り
人
々
の
営
み
が
行
わ
れ
て
い
た
。

　

江
戸
時
代
に
は
、
ダ
ム
の
ふ
も
と
を
境

に
し
て
、
奥
多
々
良
木
村
と
口
多
々
良
木

村
に
分
か
れ
て
お
り
、
明
治
時
代
に
多
々

良
木
村
と
し
て
統
合
。
か
つ
て
の
奥
多
々

良
木
村
の
大
部
分
は
ダ
ム
の
建
設
に
よ
り

水
没
し
て
、
住
家
24
戸
が
ふ
も
と
へ
と
集

団
移
転
し
、
現
在
は
口
多
々
良
木
地
区
と

な
っ
て
い
る
。

　
「
但
馬
國
多
々
良
岐（
木
）庄
に
初
め
て
、

幕
府
の
管
理
者
で
あ
る
地じ

と
う頭

を
置
く
と
、

鎌
倉
幕
府
が
編
纂
し
た
歴
史
書
で
あ
る

『
吾あ

ず
ま
か
が
み

妻
鏡
』に
出
て
き
ま
す
。
中
世
の
土
地

台
帳
で
も
あ
る
『
大お

お
た
ぶ
み

田
文
』
に
も
多
々
良

木
の
記
述
が
あ
り
、
そ
の
頃
に
は
ム
ラ
と
し

て
認
知
さ
れ
て
い
ま
し
た
」
と
は
、
集
落
の

雄大なロックフィルダムの直下にある「あ雄大なロックフィルダムの直下にある「あ
さご芸術の森美術館」。朝来市出身の彫刻さご芸術の森美術館」。朝来市出身の彫刻
家・淀井敏夫氏の作品を常設展示してい家・淀井敏夫氏の作品を常設展示してい
る他、展覧会やワークショップなどを開催しる他、展覧会やワークショップなどを開催し
ている。広大な野外彫刻公園と屋内の美術ている。広大な野外彫刻公園と屋内の美術
館によって構成されている。館によって構成されている。

5月の山開き、9月の止め山の祭礼の際に、護摩供養が行5月の山開き、9月の止め山の祭礼の際に、護摩供養が行
われる不動堂（右）。堂の脇には、役行者勧請の碑と、多々われる不動堂（右）。堂の脇には、役行者勧請の碑と、多々
良木出身の力士、男石彌平の塚（左）が佇んでいる。良木出身の力士、男石彌平の塚（左）が佇んでいる。

兵庫県有形民俗文化財に指定されている「旧井上兵庫県有形民俗文化財に指定されている「旧井上
家住宅」。ダム建設に伴い、移築された。元禄年間に家住宅」。ダム建設に伴い、移築された。元禄年間に
建てられたとされ、農家住宅の様式を色濃く残す。建てられたとされ、農家住宅の様式を色濃く残す。

多 良々木多 良々木
フォレストリゾートフォレストリゾート
CoCoDeCoCoDe

あさご芸術の森あさご芸術の森
美術館美術館

多 良々木ダム多 良々木ダム

至行者岳・至行者岳・
緑ヶ丘キャンプ場緑ヶ丘キャンプ場

不動堂不動堂
役行者勧請の碑役行者勧請の碑
力士の塚力士の塚

堤頂通路の開門堤頂通路の開門
（10 〜16時）（10 〜16時）

多 良々木には、あさご芸術の森美術多 良々木には、あさご芸術の森美術
館が行ってきた野外彫刻の公募展館が行ってきた野外彫刻の公募展
受賞作品などが至る所に展示され受賞作品などが至る所に展示され
ている。アートと自然が調和するまちている。アートと自然が調和するまち
を歩いてみよう！を歩いてみよう！
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不
動
堂
を
少
し
西
に
進
め
ば
、
白
い

ド
ー
ム
状
の
宿
泊
棟
が
特
徴
的
な
宿
泊
施

設
「C

こ

こ

で

oC
oD
e

」
を
は
じ
め
、
森
の
中
の
公

園
や
川
遊
び
エ
リ
ア
が
広
が
る
。

　
一
角
に
は
、
ダ
ム
建
設
に
伴
っ
て
移
築
さ

れ
た
旧
井
上
家
住
宅
が
、
歴
史
民
俗
資

料
館
と
し
て
復
元
さ
れ
て
い
る
。
元
禄
年

間
（
１
６
８
８
〜
１
７
０
4
）に
建
て
ら
れ

た
と
さ
れ
る
茅
葺
き
屋
根
の
住
宅
は
、
当

時
の
農
家
様
式
を
色
濃
く
残
し
て
お
り
、

こ
の
地
域
で
は一
般
的
な
住
居
で
あ
っ
た
。

　
「
私
の
子
ど
も
の
頃
に
は
ま
だ
茅
葺
き

裏路地探険
参加者募集休止のお知らせ

参加者の募集はもうしばらくのあいだ休止と
させていただきます。募集を再開する際には、
こちらの募集欄にてお知らせいたしますので、
ご理解のほどよろしくお願いいたします。

が
多
く
残
っ
て
い
て
、
葺
き
替
え
の
際
に
は

地
域
み
ん
な
で
協
力
し
て
手
伝
っ
た
も
の

で
す
よ
」
と
、
中
島
区
長
は
話
す
。

　

こ
こ
か
ら
数
百
メ
ー
ト
ル
進
む
と
氏
神
で

あ
る
「
八は

ち
ま
ん幡
神
社
」
の
参
道
が
見
え
て
く

る
。
応
永
18
年
（
１
４
１
１
）の
棟む

な
ふ
だ札
が
保

管
さ
れ
て
お
り
、
杉
や
イ
チ
ョ
ウ
の
大
木
の

中
に
そ
び
え
る
拝
殿
と
本
殿
は
立
派
な
も

の
。
八
幡
神
社
は
源
氏
が
信
仰
し
た
こ
と
か

ら
武
士
の
崇
敬
が
篤
い
神
社
で
あ
り
、
10

月
の
秋
祭
り
に
は「
流や

ぶ
さ
め

鏑
馬
」が
行
わ
れ
て

い
る
。
弓
矢
で
的
を
射
り
な
が
ら
参
道
を

往
復
す
る
神
事
で
、
昭
和
30
年
頃
ま
で
は

実
際
に
馬
に
乗
っ
て
行
わ
れ
て
お
り
、
寛
永

19
年
（
１
６
４
２
）に
奉
納
さ
れ
た
乗
馬
鞍

も
保
存
さ
れ
て
い
る
。
昔
は
農
耕
や
炭
焼

き
の
運
搬
に
多
く
の
家
で
馬
を
飼
っ
て
お

り
、
流
鏑
馬
に
も
使
わ
れ
た
そ
う
だ
。

　

集
落
の
真
ん
中
に
は
多
々
良
木
川
が
流

れ
て
お
り
、
遊
歩
道
が
整
備
さ
れ
て
い
る
。

６
月
に
は
ホ
タ
ル
の
名
所
と
し
て
も
知
ら

れ
、
幻
想
的
な
風
景
を
醸
し
出
す
。

　
「
春
は
桜
、
夏
の
新
緑
、
秋
は
紅
葉
と
、

遊
歩
道
で
は
四
季
の
景
色
が
楽
し
め
ま
す
。

一
番
の
自
慢
は
ダ
ム
か
ら
見
下
ろ
す
集
落
の

眺
め
。
こ
れ
か
ら
は
朝
霧
や
雪
景
色
も
見

ら
れ
、
写
真
ス
ポ
ッ
ト
と
し
て
お
す
す
め
で

す
」
と
、
中
島
区
長
は
教
え
て
く
れ
た
。

　

地
域
と
自
然
、
ア
ー
ト
が
混
在
す
る

多
々
良
木
。
秋
の
紅
葉
を
愛
で
な
が
ら
、の

ん
び
り
散
策
し
て
み
て
は
い
か
が
だ
ろ
う
か
。

区長さんおすすめの多々良木ダムからの眺め。10 〜16 時の間は堤頂通路が開放さ区長さんおすすめの多々良木ダムからの眺め。10 〜16 時の間は堤頂通路が開放さ
れており、集落全体を見下ろすことができる。 ※通路は予告なく閉門する場合あり。れており、集落全体を見下ろすことができる。 ※通路は予告なく閉門する場合あり。

耳がよくなるご利益があると言わ耳がよくなるご利益があると言わ
れている「薬師堂」。元々は個人れている「薬師堂」。元々は個人
が建立したもので、現在は地域住が建立したもので、現在は地域住
民によってお世話されている。民によってお世話されている。

集落の氏神である八幡神社。１０月の秋の祭礼に集落の氏神である八幡神社。１０月の秋の祭礼に
は、「流鏑馬」神事や子どもたちによる奉納相撲は、「流鏑馬」神事や子どもたちによる奉納相撲
が行われる。立派な舞堂も残されており、舞堂とが行われる。立派な舞堂も残されており、舞堂と
境内などでは、扇子踊りなどが演じられていた。境内などでは、扇子踊りなどが演じられていた。

多々良木には、お地蔵多々良木には、お地蔵
さんが点在しており、さんが点在しており、
各地域で大切に祀ら各地域で大切に祀ら
れている。8 月24日はれている。8 月24日は
地蔵祭りを開催。地蔵祭りを開催。

舞堂の天井に吊るされている山車舞堂の天井に吊るされている山車
を引いた車。大正天皇の即位などを引いた車。大正天皇の即位など
のお祝いの際に使われたと言う。のお祝いの際に使われたと言う。

大石地蔵堂大石地蔵堂

毘沙門堂毘沙門堂

中村地蔵堂中村地蔵堂

旧多 良々木小学校旧多 良々木小学校
二宮金次郎像二宮金次郎像

元光院元光院

薬師堂薬師堂

民俗資料館民俗資料館
（旧井上家住宅）（旧井上家住宅）

多 良々木多 良々木
フォレストリゾートフォレストリゾート
CoCoDeCoCoDe

八幡神社八幡神社

和谷地蔵堂和谷地蔵堂

至あさごエコパーク・至あさごエコパーク・
青倉神社青倉神社

薬師堂に奉納された薬師堂に奉納された
穴の開いた石穴の開いた石

和谷橋和谷橋

中村橋中村橋

至国道312号・至国道312号・
道の駅あさご道の駅あさご

大石橋大石橋

段橋段橋

不動堂不動堂

ホタル鑑賞ホタル鑑賞
スポットスポット

多 良々木川多 良々木川

参道参道

川沿いに遊歩道が整川沿いに遊歩道が整
備されており、春は備されており、春は
桜、秋はイチョウ並木桜、秋はイチョウ並木
が楽しめる。が楽しめる。

11



伝
承
の
地
を
訪
ね
て

第39回

「
や
ぶ
医
者
」
の
物
語
、
長
島
的
庵

「
養
父
の
や
ぶ
医
者
」 ［
養
父
市
八
鹿
町
九く

ろ

く鹿
］

龍蔵寺

483
養父市役所

八鹿氷ノ山IC

つるぎが
丘公園

267

9

《参考・引用文献》『養父市ホームページまちの文化財 他』

九鹿の龍蔵寺にある墓地には7
基の墓石がある。官医・長島的
庵の文字が刻まれている。

　「
や
ぶ
医
者
」
と
い
う
言
葉
を
聞
い
た
こ
と
が
あ
る
だ
ろ
う
か
。

今
で
は
下
手
な
医
者
を
意
味
し
て
使
う
が
、
本
来
は
名
医
を
表
す

言
葉
で
あ
っ
た
と
い
う
物
語
が
伝
わ
っ
て
い
る
。
そ
れ
は
死
に
そ
う

な
病
人
を
治
す
ほ
ど
の
名
医
が
但
馬
国
養や

ぶ父
に
い
た
こ
と
か
ら
、

名
医
を
「
や
ぶ
医
者
」
と
呼
ぶ
よ
う
に
な
っ
た
そ
う
だ
。

　
多
く
の
医
者
の
卵
が
「
や
ぶ
医
者
」
の
弟
子
と
な
っ
た
。「
や
ぶ

医
者
」
は
名
医
を
表
す
ブ
ラ
ン
ド
に
な
っ
た
が
、
そ
の
ブ
ラ
ン
ド
を

悪
用
す
る
者
が
現
れ
出
し
た
。
大
し
た
技
量
も
な
い
の
に
、「
自
分

は
や
ぶ
医
者
の
弟
子
だ
」
と
嘘
を
言
っ
て
、
患
者
を
信
用
さ
せ
る
医

者
が
続
出
し
た
の
だ
。
い
つ
の
日
か
「
や
ぶ
医
者
」
は
、
下
手
な
医

者
を
意
味
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
と
さ
れ
る
。

　
そ
の
話
の
モ
デ
ル
の
よ
う
な
人
物
が
い
る
。
但
馬
国
養
父
郡

九く
ろ
く鹿

村
の
医
師
の
家
系
に
生
ま
れ
た
江
戸
幕
府
五
代
将
軍
・
綱
吉

の
主
治
医
で
、
旗
本
の
長
島
瑞ず

い
と
く得

に
は
二
人
の
子
ど
も
が
い
た
。
兄

の
丈

じ
ょ
う
あ
ん

庵
は
江
戸
で
武
士
と
し
て
、
弟
の
的て

き
あ
ん庵

は
九
鹿
村
で
村
の
医

者
と
し
て
育
て
ら
れ
た
。
的
庵
は
38
歳
の
時
、
病
弱
な
兄
に
代
わ

り
武
士
と
な
り
、
元
禄
14
年
（
１
７
０
1
）
に
瑞
得
か
ら
家
督
を

受
け
継
い
だ
。
九
鹿
の
龍
蔵
寺
に
あ
る
墓
石
に
は
、「
親
孝
行
な
息

子
で
あ
る
官
医
・
長
島
的
庵
が
建
て
ま
し
た
」
を
意
味
す
る
文
字

が
刻
ま
れ
て
い
る
。
的
庵
が
名
医
だ
っ
た
証
拠
と
な
っ
て
い
る
。
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金継ぎ職人

河原 直仁さん
［所］ 豊岡城崎町桃島1292-6

［HP］ https://lit .link/naosuhitokawahara

2009 年よりドイツの名窯 Meissen を始め欧州の骨董陶

磁器の修復を行う修繕師に師事。金継ぎのほか、歯科技工

士や DJとしても幅広く活躍をみせている。※修繕依頼品

のお持込みは城崎の「河原歯科医院」でも可能。（要連絡）

つくりて

1 2

の話。

vol.05

但馬から “ て ” で生み出す

　最近よく耳にする「金継ぎ」。破損してしまった

陶磁器類を漆で接着し、純金などの粉で装飾し

て仕上げる日本古来の修繕技法のことです。美

しい陶磁器のすみで上品に煌く金色の光は奥が

深く、職人の素敵な想いが込められていました。

　兵庫県豊岡市城崎町出身の河原直仁(なおと)

さんは地元の豊岡市で金継ぎ職人として活動し

ています。もともと東京を拠点にロンドンなどで

修復業に携わっていましたが、主に文化財や美術

品といった鑑賞を目的としたものが対象でした。2011年に起きた東日本大震災を

境に「日用品を修復して欲しい」と多くの声があり、思案する中で以前から耳にしてい

た金継ぎについて調べるようになりました。「金継ぎは、単なる修繕技法にとどまら

ず、『壊れるという出来事は、そのものが存在した歴史である』と、傷跡も前向きに受

け止めてアートとして昇華する日本独特の文化的側面があると知りました。そんな側

面に時には自分を許し、肯定することも必要だよという大らかさを感じたんです」と

河原さん。以降、金継ぎについて独学で学び始めたそう。

　今では全国でワークショップやレッスンを開催し、体験を通して金継ぎの魅力を

体感してもらう活動を行っています。実際に参加した方々からは「夢中で取り組んで

いるうちに心がリフレッシュできた」との声があるそうで、大切な陶器が壊れてし

まった時だけでなく、心を休ませたい時にも効果的と教えてくれました。

　「いつかは自分の手で大切なモノを修繕できるようになって頂き、大事に使って、

その過程で壊れて、直して、また使って...という循環を暮らしに取り込んでほしい」

とも話します。そんな河原さんは、今後も体験や展示を通して世界中の方々に日本

の素晴らしい伝統と文化に触れる機会を増やしていけたらと笑います。

　並んだ陶磁器の上でキラキラと輝く金継ぎからは、河原さんの温かで優しい人柄

を感じることができました。

たくさんの陶磁器に美しく輝く金継ぎ。金以外にも、銀や錫で継なぐこともある。 　 細かい作業でもしっかり見えるスコープを使用。
　 材料全てに名前を記載しているのは河原さんのこだわり。
1
2

誰かにとっての宝物を

金継ぎで繋げる。

一つ一つの煌めきが

新たな歴史を継ないでいく。
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但馬空港推進協議会 〒668-0045 豊岡市城南町 23-6 TEL.0796-24-2245

詳細は

こちら

【料金例 （豊岡市の場合）】 但馬－大阪（伊丹）片道料金

4,750円〜セイバー
なら

9,250円〜が

(75日前まで)なら

7,132円〜が 2,632円〜往復セイバー
※2023.6.14 現在の料金です。

但馬ー大阪（伊丹）

▼最短35分

しあわせを運ぶコウノトリ舞う但馬
コウノトリ但馬空港から

HAPPY FLIGHT!
次は

飛行機に

しない？

コウノトリ
但馬空港但馬ー大阪（伊丹）間

最短 35 分！

但馬ー東京（羽田）間

最短約2時間！
【大阪（伊丹）乗継】

大阪（伊丹）空港で乗り継げば
全国へひとっとび！

Point 1

速い 大阪・東京はこんなに近い

東京だけじゃない！Point 2

便利 大阪（伊丹）で乗り継いで全国各地へ

Point 3

お得 運賃助成でさらにお得

▼最短約2時間

但馬から大阪（伊丹）乗り継ぎで全国各地へ行けるからとっても便利！

但馬ー大阪（伊丹）ー東京（羽田）

運賃助成でお得に利用できます！
但馬在住・在勤の方はもちろん、但馬出身者（その家族も含む）等も市町から

運賃助成が受けられます。

助成後
料金

助成後
料金

早期予約がとってもお得！

運賃助成について
詳しくはコチラ
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●イベントなどの情報は2023年9月現在のものです。　●開催日など諸事情により変更、中止される場合があります。  
●但馬の主なイベントを掲載しています。　●開催状況については各問合せ先までご確認ください。

神子畑選鉱場跡ライトアップ（仮）
11月上旬頃予定
朝来市佐嚢 神子畑選鉱場

（問）朝来市観光交流課　
TEL.079-672-4003

一円電車体験乗車会
11月5日（日） ※有料
養父市大屋町明延
あけのべ憩いの家広場

（問）あけのべ自然学校
TEL.079-668-0258

おじろマルシェ
11月5日（日）11：00〜14：00
香美町小代区大谷
おじろスキー場駐車場

（問）香美町小代観光協会
TEL.0796-97-2250

秋の里山を楽しもう！Part２
焼いも、いも煮&
竹のおもちゃづくり
11月12日（日）9:00〜
豊岡市竹野町坊岡943
クリーンパーク北但

（問）北但行政事務組合
TEL.0796-21-9110

シイタケ植菌体験
11月12日（日） ※有料
新温泉町石橋

（問）上山高原ふるさと館
TEL.0796-99-4600

第33回とよおか津居山港
かにまつり 
11月18日（土）8:30〜13:00

（問）豊岡観光協会
TEL.0796-22-8111

第30回全国山城サミット
朝来大会
11月18日（土）〜19日（日）
朝来市和田山町竹田 
竹田城跡他

（問）朝来市観光交流課　
TEL.079-672-4003

城崎温泉 かに王国絶叫大会
11月23日（木・祝） 
豊岡市城崎町今津
JR 城崎温泉駅前 

（問）城崎温泉観光協会
TEL.0796-32-3663

秋の収穫祭 道の駅ハチ北
11月23日（木・祝）
10：00〜12：00
香美町村岡区福岡
道の駅ハチ北

（問）道の駅ハチ北
TEL.0796-96-1600

秋の収穫祭 道の駅
村岡ファームガーデン
11月23日（木・祝） 9：00〜12：00
香美町村岡区大糠
道の駅村岡ファームガーデン

（問）道の駅
村岡ファームガーデン
TEL.0796-98-1129

ゆむら灯火の景
イルミネーション
12月1日（金）〜25日（月） 
※有料
新温泉町湯 湯村温泉街

（問）同実行委員会
TEL.0796-82-1152

正月飾りつくり・
オリジナルリース作り
12月3日（日） ※有料
新温泉町石橋

（問）上山高原ふるさと館
TEL.0796-99-4600

冬の里山を楽しもう！
そば打ち&もちつき・
もち花づくり
12月10日（日）9:00〜
豊岡市竹野町坊岡943
クリーンパーク北但

（問）北但行政事務組合
TEL.0796-21-9110

正月の寄せ植え
12月10日（日） ※有料
新温泉町石橋

（問）上山高原ふるさと館
TEL.0796-99-4600

朝市・感謝デー
12月17日（日）
新温泉町石橋

（問）上山高原ふるさと館
TEL.0796-99-4600

かにサンタのクリスマス
プレゼント
12月24日（日）予定
豊岡市城崎町今津
JR 城崎温泉駅前広場 

（問）城崎温泉観光協会
TEL.0796-32-3663

ハチ高原新春花火大会
1月2日（火） 養父市ハチ高原
ハチ高原交流促進センター付近

（問）ハチ高原観光協会
TEL.079-667-8535

二宮神社戎祭 1月7日（日）
朝来市和田山町和田山 二宮神社

（問）同実行委員会
TEL.090-3274-5915（山本）

田ノ口賽の神まつり
(大わらじ･大ぞうり奉納)
1月8日（月・祝） 8：00〜12：00
豊岡市日高町田ノ口

（問）日高神鍋観光協会
TEL.0796-45-0800

宵田の十日恵比寿まつり
1月10日（水）
豊岡市日高町宵田 西宮神社

（問）日高神鍋観光協会
TEL.0796-45-0800

まいそう祭り
1月14日（日）予定
養父市大屋町宮本
御井 ( みい ) 神社

（問）やぶ市観光案内所
TEL.079-663-1515

鳴滝目指して雪上ハイキング
1月14日（日） ※有料
新温泉町青下地区

（問）上山高原ふるさと館
TEL.0796-99-4600

鉢伏雪まつり
2月予定 ※一部有料
養父市ハチ高原
ハチ高原スキー場

（問）ハチ高原観光協会
TEL.079-667-8535

兵庫県雪合戦大会
2月3日（土）〜4日（日）
受付8：00〜
香美町小代区実山
小代中学校グランド

（問）同実行委員会
TEL.0796-97-3966

かまくら遊び・雪上競技体験
2月10日（土）
新温泉町石橋

（問）上山高原ふるさと館
TEL.0796-99-4600

かんじきハイキング
2月11日（日・祝） ※有料
新温泉町海上地区

（問）上山高原ふるさと館
TEL.0796-99-4600

かに供養  3月31日（日）
豊岡市城崎町
城崎温泉ロープウェイ山頂

（問）城崎温泉観光協会
TEL.0796-32-3663

城崎温泉 夜桜月間
3月下旬〜4月中旬
豊岡市城崎町 城崎温泉街

（木屋町通り〜城崎温泉
ロープウェイ）

（問）城崎温泉観光協会
TEL.0796-32-3663

11 月

12 月1 月

3月

Event Event CCalendaralendar

Pick Pick UUpp

2 月

養父市養父市場 養父神社 ※有料（環境整備協力金）

やぶ紅葉まつり
11月4日（土）〜26日（日）

養父神社は県内でも名高い

紅葉の名所。また牛の神様

としても有名で、多くの参拝

客が訪れる。

（問）同実行委員会
TEL.079-665-0252

新温泉町芦屋 
浜坂漁港せり市場

第36回浜坂みなとカニ祭り
11月18日（土）

大釜でセコガニ（雌の松葉ガニ）

を茹でるなど、迫力ある人気コー

ナーが目白押し。

（問）浜坂観光協会
TEL.0796-82-4580

豊岡市出石町 出石城跡周辺

出石初午大祭
3月15日（金）〜17日（日）

地元では「初午さん」と親しまれ、冬

の但馬に春の訪れを告げる大祭。

商売繁盛、五穀豊穣を願う。

（問）豊岡市商工会出石支部
TEL.0796-52-2113

香美町香住区若松 
香住漁港西港

香住松葉がにまつり
11月19日（日） 
9：00〜12：30

松葉がにはもちろん、香住ガニな

ど多くの水産物が販売される。

（問）香美町香住観光協会
TEL.0796-36-1234
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日本・モンゴル民族博物館

第91回企画展
「都市化が進む現代モンゴル
〜首都ウランバートル社
会の断面〜」
11月11日（土）〜4月23日（火）

（問）日本・モンゴル民族博物館
（豊岡市但東町中山711）
大人500円  大・高校生300円
小中学生250円
休館日：水曜・祝日・その他
年末年始（12/28〜1/4）
9：30〜17：00
入館は閉館30分前まで
TEL.0796-56-1000

第19回全国こども絵画
選抜展2023
11月11日（土）〜12月3日（日）
※有料

50年の歩み 椿野浩二作品展
11月11日（土）〜12月3日（日）
※有料

あさご芸術の森アート
マーケット2023
11月19日（日）10：00〜15：00

アート2024 干支展「辰」
12月9日（土）〜1月14日（日）
※有料

（問）あさご芸術の森美術館
（朝来市多 良々木739-3）
休館日：水曜・年末年始

（12/25〜1/5）
10：00〜17：00
入館は閉館30分前まで
TEL.079-670-4111

あさご芸術の森美術館

雪上ゲーム体験
1月21日（日） 10：00〜 
定員30名 
※受付10時〜11時半

簡単雪だるまづくり体験
1月28日（日） 10：00〜 
定員20組 ※受付10時〜11時半

牧場公園雪まつり
2月4日（日）
雪玉ストラックアウト
ゲーム 10：00〜
定員30名 ※小学生以下
但馬ビーフの焼き肉を
200円で試食 11：00〜
定員100名 ※先着順整理
券配布10：45〜 ※有料
小学生以下対象ゲーム 
13：00〜
定員小学生以下30名
※受付12：30〜 ※有料
餅まき 14：00〜※定員多数

みそ仕込み体験
3月24日（日）13：30〜 
定員10組（締切3/17） ※有料

（問）県立但馬牧場公園
（新温泉町丹土1033）
TEL.0796-92-2641

全但バス但馬ドーム

第25回全日本身体障害者
野球選手権大会
11月4日（土）〜5日（日）

第33回但馬ドーム杯グラウ
ンド・ゴルフ交流大会
(予選ラウンド) 
11月29日（水）〜30日（木）
(決勝ラウンド) 12月14日（木）

第21回NOMOカップ
12月2（土）〜3日（日）

（問）NOMOベースボールクラブ事務局
TEL.0796-32-3532

第16 回但馬ドーム杯中播
学童軟式野球選手権大会
12月9（土）〜10日（日）

（問）大会事務局 山田
TEL.0796-42-0292

第9回NOMO KURIYAMA 
ALL STAR GAME
1月8日（月・祝）

（問）NOMOベースボールクラブ事務局
TEL.0796-32-3532

YONEXソフトテニスクリニック
〜YONEXと部活動〜
1月27日（土）〜28日（日） ※有料

ソフトボールクリニック
〜走攻守・徹底解剖〜
2月3日（土）〜4日（日） ※有料

第24回但馬ドーム杯シニア野球
2月17日（土）〜18日（日）

第14回但馬ドームCUP
グラウンド・ゴルフ大会
3月9日（土） ※有料

（問）全但バス但馬ドーム
（豊岡市日高町名色88-50）
TEL.0796-45-1900

木の殿堂

「クリスマス組み木教室」 
上級者 11月4日（土） 
初級者 11月5日（日）
13：00〜16：00
各教室 定員14名 ※有料 

神尾しず子リース教室
11月12日（日） 
定員15名 ※有料 

干支組み木教室
上級者 11月18日（土）
初級者 11月19日（日）
13：00〜16：00
各教室 定員14名 ※有料 

ひな人形組み木教室
上級者 12月2日（土）
初級者 12月3日（日）
13：00〜16：00
各教室 定員14名 ※有料 

木の殿堂手作り教室作品展
12月16日（土）〜3月31日（日）

スノーシューで歩こう
（ビギナーコース）（ビギナーコース）
1月14（日） 10：00〜13：00ごろ
2月4（日） 10：00〜13：00ごろ
※長靴のレンタル有り（有料） 
（チャレンジコース）（チャレンジコース）
2月25日（日） 
10：00〜15：00ごろ
定員各10名 ※有料

ふれあいの森倶楽部
3月10日（日）
13：00〜16：00ごろ  
定員20名 ※有料   

（問）木の殿堂
（香美町村岡区和池951）
TEL.0796-96-1388

豊岡市立美術館

第32回出石高校卒業制作展
1月27日（土）〜2月12日（月・祝）

出石焼のいま展（仮）
2月17日（土）〜3月24日（日）

水彩画教室作品展
2月24日（土）〜3月10日（日）

（問）豊岡市立美術館
ー 伊藤清永記念館 ー

（豊岡市出石町内町98）
9：30〜17：00
入館は閉館30分前まで
TEL.0796-52-5456

豊岡市立歴史博物館

第58回企画展　
河川改修と水害史
1月19日（金）〜４月30日（火）
※有料

第48回ミニ企画展　
めでてぇ〜引き札
1月19日（金）〜４月30日（火）

（問）豊岡市立歴史博物館
ー 但馬国府・国分寺館 ー

（豊岡市日高町祢布808）
9：00〜17：00

（入館は30分前まで）
TEL.0796-42-6111

但馬文教府

令和5年度みてやま学園　
「学園祭」 
11月9日（木）〜15日（水）
10：00〜16：00

（初日は13：00から、最終日
は12：00まで）

但馬文化協会創立50周年
記念式典 
11月19日(日) 開演：午後

第43回ふるさとの心をう
たう但馬合唱祭
11月23日（木・祝） 
10：00〜16：00
場所：香住区中央公民館
文化ホール

第48回但馬文学のつどい
11月25日（土） 9：30〜12：00

但馬文教府創立60周年
記念講演
11月29日（水） 10：15〜12：00

（問）但馬文教府
（豊岡市妙楽寺41-1）
TEL.0796-22-4407

兎和野高原野外教育センター

はじめてのたき火
11月18日（土） ※有料

ひとあし早いクリスマス
12月2日（土）〜3日（日）
※有料

スノーシューツアー
1月初旬〜3月初旬 ※有料

はじめてのスキー教室
1月14日（日） ※有料

雪の夜の森を体験！
3月1日（金）、2日(土)、3日
(日)、4日(月) 、5日(火)
※有料

挑戦！
クロスカントリースキー
3月2日（土）  ※有料

スノーシューハイキング
3月3日（日） ※有料

（問）兎和野高原野外教育センター
（香美町村岡区宿791-1）
TEL.0796-94-0211 

但馬長寿の郷

染色教室
11月11日（土） 13:00〜15:30
※有料、要事前申込

（問）但馬長寿の郷づくり協議会
（養父市八鹿町国木594-10）
TEL.079-662-8456

但馬牧場公園

謎解き宝探しゲーム
11月4日（土）13：30〜
定員5組 （締切10/28）
※1組 2〜5名 ※荒天中止
※要申込・有料

オータムフェア
11月5日（日）
ストラックアウトゲームと
鼻輪投げ 10：30〜
定員50名 ※小学生以下
秋の味覚五目おこわを
ふるまう 13：00〜
定員100名 
レザークラフト体験  14：00〜
定員10名（締切10/29） 
※要申込・有料

そば打ち体験
11月11日（土）10：00〜
定員20名（締切11/4） 
※要3名分以上で申込・有料

ちょっと早めのクリスマス
12月10日（日）
10：00〜、13：30〜
各教室 定員20名（締切12/3）
※保護者同伴

（小人にはプレゼント有）
※要申込・有料

X'masケーキづくり
12月23日（土）
10：00〜、13：30〜
※定員各10ホール分

（締切12/16）
※要申込・有料

ローストビーフ作り
12月24日（日）10：00〜 
定員8組（締切12/17） 
※要申込・有料

スキー教室 
第1回 1月6日（土）
※要申込（締切12/30）
第2回 1月13日（土）
※要申込（締切1/6）
第3回 1月20日（土）
※要申込（締切1/13）
第4回 1月27日（土）
※要申込（締切1/20）
第5回 2月3日（土）
※要申込（締切1/27）
第6回 2月10日（土）
※要申込（締切2/3）
第7回 2月17日（土）
※要申込（締切2/10）
各回10：00〜定員20名
※有料（スキーなど
レンタル料・リフト代別途）

ぜんざいのふるまい
1月7日（日）10：30〜
定員100名 

円山川公苑

スケートリンク
オープニングイベント
11月23日（木・祝）
10：00〜18：45 ※有料

ナイター Day
12月9日（土）、24日（日）、
1月13日（土）、27日（土）、
2月10日（土）、24日（土）
10：00〜21：00 ※有料

クリスマスイベント
12月24日（日）
10：00〜21：00 ※有料

ウィンター・
アイスフェスティバル
1月14日（日）
10：00〜18：45 ※有料

全但高等学校美術連盟展
2月2日（金）〜3月2日（土）
9：00〜17：00

（問）県立円山川公苑
（豊岡市小島1163）
TEL.0796-28-3085

南但馬自然学校

第３回大人の自然教室
「“つる植物”で楽しもう」
12月2日（土） 9：30〜12：00
※保険料100円が必要

第２回親子で自然学校
12月9日（土）〜10日（日）
※有料

第3回親子で自然学校
2月10日（土）〜11日（日・祝）
※有料

第4回親子で自然学校
3月9日（土）〜10日（日）
※有料

詳細等はホームページで確認を。

（問）県立南但馬自然学校
（朝来市山東町迫間字原189）
TEL.079-676-4731

渡辺うめ人形特別展
「あぜみちの詩」 
11月3日（金・祝）〜29日（水）
9：00〜17：00
※入館料無料
※11月14日（火）休館日 

（問）養父市立全天候運動場
（養父市八鹿町国木697-1）
TEL.079-663-2021

養父市立全天候運動場（交流棟）

コウノトリの郷公園

コウノトリの巣作り体験
11月25日（土） 13：00〜15：00

土曜ガイドウォーク
毎週土曜日
13：30〜14：30

（問）県立コウノトリの郷公園
（豊岡市祥雲寺128）
TEL.0796-23-5666

●各イベント、教室などには参加費・材料費が必要な場合があります。

　定員数が限られる場合もありますのでご確認ください。
Spot Spot IInformarionnformarion
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●催し物の料金など詳細は、各ホールへご確認ください。

Hall Hall IInformarionnformarion

2019年版

年版

おおやホール

第16回落語inおおや!
全国素人名人会 
11月25日（土） 開演14:00
※有料

（問）養父市大屋地域局
（養父市大屋町山路7）
TEL.079-669-0120

おおやアート村BIGLABO

あそびっグラボ
9月16日（土）〜3月17日（日） 
9:00〜17:00
※有料（入場は16：30まで） 
 

（問）おおやアート村BIGLABO
（養父市大屋町加保7）
水曜定休 (祝日の場合は翌
日）・年始年末
TEL.079-669-2449

八鹿文化祭
（カラオケのつどい）
11月4日（土） 開演13：00
※入場整理券必要
場所：YBファブ

（作品展示、バザー）
11月4日（土）〜5日（日）
9：00〜18：00
※最終日は16：00まで 
場所：YBファブ・八鹿体育館

（音楽と芸能の玉手箱）
11月12日（日） 開演13:00

YBファブ 野外アート展
11月4日（土）〜19日（日）
特別展
11月17日（金）〜19日（日）
9：00〜17：00
※高校生以上有料

（問）養父市まちづくり文化交流課
TEL.079-662-2299

ＹＢファブ 映画まつり 2023
12月2日（土）〜3日(日) 
※高校生以上有料

第20回記念公演
せきのみや子ども歌舞伎
12月9日（土） 
開演13:30 ※有料

（問）養父市関宮地域局
TEL.079-667-2331

第16回養父市合唱祭
12月17日（日） ※要整理券

青柳いづみこ・大井駿
ピアノデュオ　クリスマス
コンサート
12月24日 （日） 開演14:00
※有料

（問）養父市立やぶ市民交流広場
（養父市八鹿町八鹿538-1）
TEL.079-662-0070

やぶ市民交流広場（YBファブ）

豊岡市民プラザ

劇の学校「但馬ハイスクー
ルアートフェスティバル」 
11月5日(日) 開演13:00
※要整理券

劇団「演劇 FACTORY」
アトリエ公演『落人綺譚
〜子守唄が聞こえてくる〜』
11月18日（土）
①11:00開演 ②14:00開演

人形劇
『11ぴきのねことへんなねこ』
12月17日（日） 開演13：30
※有料 

MUSIC HI SCHOOL
12月23日（土）開演15:00

第37回プラザ寄席 ふれ愛亭
1月6日（土） 開演13:30
※有料

大駱駝艦・田村一行／
市民舞踏団舞踏公演

『舞踏但馬風土記』
2月18（日） 開演14:00
※有料 高校生以下無料、
要整理券

劇団「演劇 FACTORY」公演
3月23日（土）〜24日(日)
※有料 高校生以下無料、
要整理券

（問）豊岡市民プラザ
（豊岡市大手町アイティ7F）
TEL.0796-24-3000

城崎国際アートセンター

KIACコミュニティ
プログラム2023
×中竹野ふれあい居酒屋
波田野州平「海やまの宴」
11月18日（土）15:00〜
※高校生以上有料
場所：中竹野地区
コミュニティセンター

山口惠子／ BRDG+ イアン・
セガラ／ PETA『新作』試演会
11月下旬予定

ワン・ユーグァン＋ダナン・
パムンカス: 『A Quest for 
Relationship : Islands of＿＿』
試演会 12月24日(日)

Art Translators Collective
「アート・トランスレーショ
ン・パーティー」地域交流
プログラム 1月中旬予定

KIACコミュニティプログラ
ム2023：太田奈緖美
タケノ時空間散歩『この家で』
お座敷語りならべ
2月10日(土)

森下真樹＋上村なおか
「駈ける女、掘り出す女。
〜『駈ける女』を通して作品
を残すことを考え、掘る〜」
試演会 3月上旬予定

岩井秀人／ハイバイ『新作』
試演会 3月下旬予定

（問）城崎国際アートセンター
（豊岡市城崎町湯島1062）
TEL.0796-32-3888

月の影サンドアート＆
ミュージック
クリスマスキャンドルライブ 
11月25日（土） 
開演14：00 ※有料

夢ホール歌声広場 
3月3日（日） 開演13：30
※有料

（問）新温泉町温泉公民館
（新温泉町湯990-8）
TEL.0796-92-1870

夢ホール

三浦祐太朗アコースティッ
クライブ2023
11月11日（土） 開演14:30
※有料

京都橘高等学校吹奏楽部
演奏会in豊岡
12月23日（土） 開演13:30
※有料 

歌まねジョイントライブ
in豊岡
1月21日（日） 開演14:30
※有料 

（問）豊岡市民会館
（豊岡市立野町20-34）
TEL.0796-23-0255

豊岡市民会館

第20回養父市民展
3月1日（金）〜3日（日） 
9:00〜18:00
場所：養父市立養父公民館
※最終日のみ15:00まで

やぶeスポーツトーク・体験会
3月2日（土） 開演13:30

（問）養父市立養父公民館
（養父市広谷250）
TEL.079-664-1141

ビバホール

第46回ジョイント
コンサート
11月5日（日） 開演13:30

（問）香住区中央公民館
（香美町香住区香住114-1）
TEL.0796-36-3764

香住区中央公民館

Ｎ響メンバーによる
ゲートウェイ・ゾリステン
〜Cocomi、サキタハヂメ
を迎えて〜
11月26日(日)
開演14：00
場所：和田山ジュピターホール
※有料

（問）和田山ジュピターホール
（朝来市和田山町玉置877-1）
TEL.079-672-1000

朝来市文化会館
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50名様

但馬検定ミニクイズ
挑戦しよう！腕だめし♪

問題：13ページの『つくりて』で紹介した
豊岡市の河原直仁さんは何の職人でしょう？

ハガキに上記クイズの答え、ご希望の賞品番号（①か②）、郵便
番号、住所、名前、フリガナ、電話番号、生年月日、性別、ご感
想をご記入の上、左記の「T2 編集部」宛までお送りください。 
＊締切は2023年12月28日（木）必着

クイズに正解された方の中から、抽選で55名様に「但馬ファンクラブ会員権（1年）」と、下
記の賞品をプレゼントします。但馬ファンクラブ会員になると、但馬内の200以上の施設で
割引等の特典が受けられます。みなさん奮ってご応募ください。

（※すでに会員の方は、ご家族の方の名前で会員登録させていただきます。但し、個人の氏
名・住所等の情報は当協会で管理し、他の目的で使用することはありません。）

②あられのカタチのチョコ（2袋）

T2は「但馬（Tajima）」×「但馬人（Tajimajin）」を意味しています。T2は「但馬（Tajima）」×「但馬人（Tajimajin）」を意味しています。
「人と人」、「人と地域」を結びつける情報誌でありたい、そして地域を「人と人」、「人と地域」を結びつける情報誌でありたい、そして地域を
知り先人の生き方に触れることで“ふるさと但馬の確かな未来”を次知り先人の生き方に触れることで“ふるさと但馬の確かな未来”を次
世代に残したい、そんな願いを込めて制作しています。世代に残したい、そんな願いを込めて制作しています。

おたより、クイズの答えなど、
右記までどしどしお寄せください。
記事や広告に関するお問い合わせ
も、上記「T2編集部」まで。

T2編集部の電話番号
（CAMEL株式会社）

TEL : 0796 -24 -6373
FAX  : 0796 -24 -6378

6 6 8 0 0 4 3

兵
庫
県
豊
岡
市

　
　

桜
町
10-

11

Ｔ
２
編
集
部
宛

発　行：公益財団法人 但馬ふるさとづくり協会
制　作：CAMEL株式会社

 2023年10月15日発行 
（次回発行日：2024 年2月15日）

●本紙の発行にご協力いただいた各市町、関係各位の皆様に御礼申し上げます。
●本紙掲載の写真・イラスト・記事の無断転載を禁じます。

但馬の情報誌

ヒント
- HINTO -

13ページを
読んでみよう！
「○継ぎ職人」

＊生年月日、性別はプレゼントの「但馬ファンクラブ会員」の登録の際に使用するため、必要な情報となっております。ご了承ください。

① D.L.Pの但馬牛革のペンケース 5名様

編
集
好
記
へ
ん
し
ゅ
う
こ
う
き

前号を読んだ感想など、みなさんから

いただいたお便りをご紹介！

職
レ
ポ
の
取
材
で
、久
し
ぶ
り
に
豊

岡
市
内
の
鞄
団
地
を
訪
れ
ま
し
た
。

前
職
で
少
し
鞄
の
検
品
や
パ
ー
ツ

加
工
を
し
て
い
た
の
で
懐
か
し
か
っ

た
で
す
。今
回
読
者
プ
レ
ゼ
ン
ト
に

な
っ
て
い
る
ペ
ン
ケ
ー
ス
は
、い
つ

か
当
た
り
前
に
但
馬
牛
の
革
製
品
を

学
生
が
使
っ
て
く
れ
た
ら
と
い
う
思

い
も
あ
り
作
っ
て
み
た
と
D .

L .

P.

の
岡
森
さ
ん
は
話
し
て
く
れ
ま

し
た
。ス
マ
ー
ト
で
本
格
的
。軽
く
滑

ら
か
な
但
馬
牛
の
革
商
品
は
、城
崎
と

豊
岡
の
卸
先
で
も
手
に
取
っ
て
ご
覧

に
な
れ
ま
す
。（
詳
細
は
P
９
に
て
）

チ
ェ
ッ
ク
！
明
治
生
ま
れ
の
時
計

台
、ぜ
ひ
こ
の
下
で
写
真
を
撮
り
た

い
な
と
思
い
ま
し
た
。令
和
元
年
の

２
月
に
、
鴻
の
湯
に
入
っ
て
い
る

時
、急
に
世
界
が
キ
ラ
キ
ラ
し
て
見

え
て
、
体
が
ポ
カ
ポ
カ
し
て
、と
っ

て
も
幸
せ
な
気
分
に
な
っ
た
数
日

後
、妊
娠
が
判
明
す
る
と
い
う
と
て

も
不
思
議
な
体
験
を
し
て
以
来
、

但
馬
は
私
に
と
っ
て
大
切
な
場
所

で
す
。も
う
少
し
で
４
歳
に
な
る
娘

を
連
れ
て
、今
年
は
城
崎
へ
カ
ニ
を

食
べ
に
行
き
ま
す
。豊
岡
に
も
寄
り

た
い
な
。

宝
塚
市　
A
・
M

庫
テ
ロ
ワ
ー
ル
旅
キ
ャン
ペ
ー

ン
は
楽
し
そ
う
で
す
ね
。そ
の

中
で
も
但
馬
牛
、但
馬
杜
氏
の
造
る

日
本
酒
、日
本
海
の
海
の
幸
全
て
味

わ
っ
て
み
た
い
で
す
。大

阪
府　
Y
・
Ａ

地
の
文
化
、
食
に
深
く
触
れ
る
こ

と
が
で
き
、き
っ
と
深
い
感
銘
を
受

け
る
こ
と
で
し
ょ
う
。早
速
Ｈ
Ｐ
を

チ
ェ
ッ
ク
し
て
み
ま
す
。

豊
岡
市　
Ｎ
・
Ｍ

よ
だ
の
み
た
ら
し
だ
ん
ご

行
っ
て
き
ま
し
た
。
外
カ
リ

中
ふ
わ
で
た
れ
も
絶
品
！
本
当
に

何
度
で
も
食
べ
た
く
な
る
味
で
し

た
。何
よ
り
お
店
の
方
が
と
て
も
気

さ
く
で
、焼
け
る
の
を
待
つ
間
も
楽

し
い一
時
で
し
た
。姫

路
市　
S
・
K

リ
ン
バ
・
ヴ
ィ
ブ
ラ
フ
ォ
ン
奏

者
の
藤
田
さ
ん
、
但
馬
で
も

音
楽
で
頑
張
っ
て
お
ら
れ
る
方
が
い

る
の
で
す
ね
。
豊
岡
の
芸
術
文
化

観
光
専
門
職
大
学
か
ら
も
舞
台
で

活
躍
す
る
方
が
出
て
く
る
と
う
れ

し
い
で
す
よ
ね
。
興
味
を
持
っ
て
読

み
ま
し
た
。

西
宮
市　
Ｋ
・
O

近
よ
く「
テ
ロ
ワ
ー
ル
」と
い

う
言
葉
を
耳
に
し
ま
す
が
、

ワ
イ
ン
の
世
界
の
言
葉
な
ん
で
す

ね
。
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。
今
回
の

冊
子
を
読
ん
で
、ふ
れ
あ
い
公
設
市

場
に
行
っ
て
み
た
い
と
思
い
ま
し

た
。天
気
予
報
で
も
、よ
く
豊
岡
の

地
名
は
見
ま
す
が
、
行
く
の
は
城

崎
や
浜
坂
で
、Ｊ
Ｒ
豊
岡
駅
、地
名

に
親
し
み
が
あ
る
割
に
全
く
知
ら

な
い
こ
と
に
気
が
つ
き
ま
し
た
。
気

に
な
っ
た
の
で
観
光
公
式
サ
イ
ト
も

毛
和
牛
の
ル
ー
ツ
だ
な
ん
て
ス
ゴ

イ
！
お
肉
大
好
き
。
食
べ
に
い
く
予

定
を
入
れ
な
く
て
は
…
。

赤
穂
郡　
M
・
Ｈ

戸
か
ら
城
崎
行
き
の
バ
ス
が

出
て
い
る
の
で
城
崎
温
泉
に

よ
く
出
か
け
ま
す
。湯
村
温
泉
に
も

よ
く
行
き
ま
す
。
神
鍋
高
原
や
奥

神
鍋
に
も
家
族
で
ス
キ
ー
に
行
き

ま
す
。但
馬
地
方
が
大
好
き
で
、毎

年
家
族
で
あ
ち
こ
ち
旅
行
に
出
か

け
て
い
ま
す
。そ
ん
な
但
馬
地
方
の

情
報
が
満
載
の
Ｔ
２
を
毎
号
楽
し

み
に
し
て
い
ま
す
。
今
号
の
テ
ロ

ワ
ー
ル
旅
を
ぜ
ひ
経
験
し
て
み
た
い

と
思
い
ま
す
。ま
た
但
馬
の
み
な
さ

ん
に
お
会
い
で
き
る
日
を
楽
し
み
に

し
て
お
り
ま
す
。み
な
さ
ま
、
時
節

柄
お
か
ら
だ
を
ど
う
ぞ
ご
自
愛
く

だ
さ
い
。こ
れ
か
ら
も
Ｔ
２
を
家
族

で
楽
し
み
に
読
ま
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。応
援
し
て
い
ま
す
。

宝
塚
市　
M
・
I

馬
に
住
ん
で
い
て
も
知
ら
な

い
事
ば
か
り
で
記
事
を
読
ん

で
は「
行
っ
て
み
た
い
」と
思
っ
て
い

ま
す
。
全
但
バ
ス
の
グ
リ
ー
ン
ル
ー

ム
乗
っ
て
み
た
い
で
す
。一
人
旅
で
も

楽
し
め
そ
う
で
す
。美

方
郡　
Ｆ
・
Ｔ

ロ
ワ
ー
ル
旅
い
い
で
す
ね
。

と
も
す
る
と
一
過
性
の
旅
に

終
わ
っ
て
し
ま
い
が
ち
で
す
が
、
テ

ロ
ワ
ー
ル
旅
な
ら
そ
の
訪
れ
た
土

神

とマ最

承
の
地
を
訪
ね
て
の
新
温

泉
町
の
出
雲
岩
の
話
、と
て

も
興
味
深
く
読
ま
せ
て
も
ら
い
ま

し
た
。
島
根
県
・
出
雲
地
方
ま
で

大
国
主
命
が
馬
に
乗
っ
て
飛
ん
で

来
ら
れ
る
様
子
を
空
を
見
上
げ
な

が
ら
想
像
す
る
と
と
て
も
楽
し
い

気
分
に
な
り
ま
す
。島

根
県　
R
・
K

み
や
ま
む
す
び
が
余
部
鉄

橋
を
通
過
す
る
１
２
１
号

の
表
紙
、青
い
海
と
の
コ
ン
ト
ラ
ス

ト
が
印
象
的
で
す
。
全
但
高
速
バ

ス
の「
グ
リ
ー
ン
ル
ー
ム
」の
こ
と

も
は
じ
め
て
知
り
ま
し
た
。
但
馬

の
魅
力
を
こ
れ
か
ら
も
発
信
し
続

け
て
い
た
だ
き
た
い
で
す
。

養
父
市　
H
・
Y

光
列
車「
う
み
や
ま
む
す
び
」

今
ま
で
に
な
い
デ
ザ
イ
ン
と

色
使
い
で
か
わ
い
い
で
す
。
ぜ
ひ
、

乗
っ
て
み
た
い
な
〜
。但
馬
牛
が
黒

伝う

但テ

観

兵

当選者の発表は商品の発送をもってかえさせていただきます。どしどしご応募ください。
※前号Vol.121の答えは「テロワール旅」でした。　※賞品画像はイメージです。
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